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要 旨
現在もなお議論され続けている問題には様々なものが存在するが、その一つに子育てをはじめとする
教育の問題が挙げられる。その背景には、核家族化、都市化、教育病理といった要因があるが、それに
より親の親から知識を受け継ぐという伝統的なコミュニティが失われ、親の経験的・知識的不足による
子育て不安が指摘されるなど、地域、家庭、学校の三者それぞれで問題を抱えている状況になっている。
こうした問題を解決するため家庭、地域、学校の 3者間の連携が重要であるという考え方が盛り上が
りつつある。つまり、地域・家庭・学校が連携して子供の育成に携わろうという考え方であり、これを
教育コミュニティと呼ぶ。中央教育審議会[2008]によると「大人である親あるいは地域、学校の教育者
が子供に対する配慮・支援を行い、成長を期する責務がある。」としており子供の教育は学校教育だけ
ではなく、子供に関わる地域及び家庭の教育主体である大人の価値観が重要になるとしている。総務省
[2001]や文部科学省[2008]では、地域作りや大人の学習といった場での積極的な ICT 利用を推進してい
るが、ICT 支援による教育コミュニティ形成に関する動きについては、理念だけが先行し具体的な形成
に関する課題あるいは効用が必ずしも明らかになっていない。学術的には地域・学校の連携をよりよく
行うための条件について田代[2001]をはじめとする研究者によって示されているが、学校・家庭・地域
の三者間への適用や ICT 支援という観点を含んだ議論については未だ十分になされているとはいえな
い。
そのため、(1)教育コミュニティ形成のためにどのような課題が存在するのかを明らかにし、(2)ICT
支援による教育コミュニティ活性化方法について考察する。
教育コミュニティ育成には(1)活動の主な課題としては「制約性」、「主体性」等の問題があり、こ
うした課題を解決することによってより活性化させることができること (2) (1)の課題の解決のため
には時間的・空間的制約を受けない ICT の特徴をうまく用いることが有効で多様な立場の方々が参加
できるような参加障壁が比較的低いコミュニティを作ることが可能である。特に、近年の知識共有コミ
ュニティに代表される参加度の高いコミュニティは参加のアーキテクチャをうまく設計することによ
って役割分担やコミュニケーションの取り方、モチベーションにかかわる継続性を促すことができる仕
組みを持っておりこうした特徴を用いながら ICT を利用した教育コミュニティ形成・発展を促すこと
が可能ではないかと思われる。
以上より本稿では、教育コミュニティ形成及び発展させるための要因や ICT 支援の可能性について
明らかにした。
